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（別添２：意見提出様式）

設楽ダム建設事業の利水対策案等に対するご意見

①団体名

②担当者名

③連絡先（ＴＥＬ）

④ご意見

１）利水対策案に

ついて

（対策案の番号①

～⑥を記入の上、

ご意見を記載して

下さい。）

※ご意見を頂く対

策案は複数でも結

構です。

２）流水の正常な

機能の維持対策案

について

（対策案の番号①

～④を記入の上、

ご意見を記載して

下さい。）

※ご意見を頂く対

策案は複数でも結

構です。
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0

利
水

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

に
対

す
る

意
見

聴
取

つ
い

て
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1

個
別

ダ
ム

検
証

の
背

景
と

基
本

的
な

考
え

方
（
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

中
間

取
り

ま
と

め
平

成
22

年
9月

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
よ

り
抜

粋
）

【
検

証
の

背
景

】
・
洪

水
に

よ
る

被
害

の
軽

減
と

水
利

用
の

安
定

化
を

図
る

た
め

に
、

河
川

改
修

と
ダ

ム
建

設
を

主
体

と
す

る
治

水
、

利
水

対
策

が
進

め
ら

れ
、

そ
れ

ら
は

国
力

の
増

進
と

国
民

の
生

活
水

準
の

向
上

を
も

た
ら

し
た

。
・
し

か
し

な
が

ら
、

新
規

の
ダ

ム
を

建
設

す
る

適
地

が
少

な
く
な

り
、

地
質

、
地

形
条

件
の

制
約

か
ら

予
想

以
上

に
費

用
を

要
す

る
事

態
が

生
じ

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
や

環
境

問
題

が
顕

著
化

し
、

事
業

の
長

期
化

を
招

い
て

い
る

。
・
将

来
を

見
据

え
る

と
、

我
が

国
は

、
三

つ
の

大
き

な
不

安
要

因
（
人

口
減

少
の

進
行

、
急

速
な

少
子

高
齢

化
、

長
期

債
務

負
担

）
に

直
面

し
て

い
る

こ
と

、
税

金
の

使
い

道
を

大
き

く
変

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
、

公
共

事
業

に
つ

い
て

は
、

歳
出

の
中

身
を

徹
底

的
に

見
直

し
、

そ
の

上
で

、
ダ

ム
が

本
当

に
必

要
な

も
の

か
を

も
う

一
度

見
極

め
、

国
民

の
安

全
を

守
る

上
で

合
理

的
な

イ
ン

フ
ラ

整
備

を
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
こ

の
よ

う
な

背
景

か
ら

、
現

在
事

業
中

の
個

別
の

ダ
ム

事
業

に
つ

い
て

検
証

し
、

事
業

の
必

要
性

や
投

資
効

果
の

妥
当

性
を

改
め

て
さ

ら
に

厳
し

い
レ

ベ
ル

で
検

討
す

る
と

と
も

に
、

目
標

と
す

る
安

全
度

を
確

保
す

る
た

め
の

よ
り

低
コ

ス
ト

で
早

急
な

効
果

が
発

現
で

き
る

対
策

を
見

出
す

努
力

が
必

要
で

あ
る

。

【
検

証
の

基
本

的
な

考
え

方
】

（
１

）
検

証
対

象
ダ

ム
事

業
に

つ
い

て
、

必
要

に
応

じ
て

総
事

業
費

、
堆

砂
計

画
、

工
期

や
過

去
の

洪
水

実
績

な
ど

計
画

の
前

提
と

な
っ

て
い

る
デ

ー
タ

等
に

つ
い

て
詳

細
に

点
検

を
行

う
。

（
２

）
洪

水
調

節
、

新
規

利
水

、
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

等
の

目
的

別
に

検
討

を
行

う
。

（
３

）
複

数
の

対
策

案
を

立
案

す
る

。
（
４

）
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
想

定
し

て
い

る
目

標
と

同
程

度
の

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
立

案
す

る
。

（
５

）
立

案
し

た
対

策
案

が
多

い
場

合
は

、
概

略
評

価
を

行
う

こ
と

に
よ

り
２

～
５

案
程

度
の

対
策

案
を

抽
出

す
る

。
（
６

）
各

評
価

軸
に

つ
い

て
的

確
な

評
価

を
そ

れ
ぞ

れ
行

っ
た

上
で

、
財

政
的

、
時

間
的

な
観

点
を

加
味

し
て

目
的

別
の

総
合

評
価

を
行

う
。

（
７

）
目

的
別

の
総

合
評

価
に

当
た

っ
て

は
、

一
定

の
安

全
度

を
確

保
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

て
、

コ
ス

ト
を

最
も

重
視

す
る

。
（
８

）
各

目
的

別
の

検
討

を
踏

ま
え

て
、

検
証

の
対

象
と

す
る

ダ
ム

事
業

に
関

す
る

総
合

的
な

評
価

を
行

う
。

等
1
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2

検
証

に
係

る
検

討
の

進
め

方
に

つ
い

て 検
討

の
場

で
検

討
主

体
が

構
成

員
に

ご
説

明
し

見
解

を
頂

く
内

容

第
1回

～
第

3
回

の
検

討
の

場
で

構
成

員
よ

り
見

解
を

頂
い

た
内

容

第
1

2
回

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

「
参

考
資

料
４

」
の

抜
粋
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3

第
１

２
回

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

「
参

考
資

料
４

」
の

抜
粋

２
～

５
案

に
抽

出
し

た
対

策
案

に
対

し
、

上
記

※
3の

と
お

り
関

係
河

川
使

用
者

（
利

水
者

）
や

関
係

自
治

体
か

ら
意

見
を

い
た

だ
く

新
規

利
水

に
対

す
る

対
策

案
検

討
の

進
め

方
に

つ
い

て
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4

新
規

利
水

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

対
す

る
対

策
案

検
討

の
基

本
的

な
考

え
方

●
対

策
案

の
検

討
・
立

案

①
設

楽
ダ

ム
が

有
す

る
新

規
利

水
又

は
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

に
対

す
る

対
策

案
を

、
再

評
価

実
施

要
領

細
目

で
示

さ
れ

た
１

３
方

策
か

ら
豊

川
に

適
用

可
能

な
方

策
を

単
独

も
し

く
は

組
み

合
わ

せ
て

検
討

す
る

。

②
立

案
す

る
対

策
案

に
は

以
下

に
示

す
河

川
整

備
計

画
の

目
標

又
は

参
加

継
続

確
認

さ
れ

た
新

規
利

水
の

必
要

な
開

発
量

が
確

保
で

き
る

も
の

と
す

る
。

◇
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

・
渇

水
時

の
河

川
流

量
を

牟
呂

松
原

頭
首

工
（
直

下
流

）
地

点
に

お
い

て
約

2m
3
/s

か
ら

約
5m

3
/s

に
、

大
野

頭
首

工
（
直

下
流

）
地

点
に

お
け

る
水

涸
れ

状
態

か
ら

約
1.

3m
3
/s

に
そ

れ
ぞ

れ
流

量
の

増
加

に
努

め
、

河
川

環
境

の

保
全

を
可

能
に

す
る

。

・
既

得
用

水
が

10
年

に
1回

程
度

発
生

す
る

規
模

の
渇

水
時

に
お

い
て

も
安

定
的

に
取

水
で

き
る

よ
う

利
水

安
全

度
の

向
上

を
図

る
。

◇
新

規
利

水

・
水

道
用

水
0.

17
9m

3
/s

、
農

業
用

水
0.

33
9m

3
/s

を
確

保
す

る
。

③
新

規
利

水
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

の
対

策
案

は
、

各
々

個
別

に
対

策
案

を
検

討
す

る
。

④
水

源
林

の
保

全
、

渇
水

調
整

の
強

化
、

節
水

対
策

、
雨

水
・
中

水
利

用
に

つ
い

て
は

、
効

果
を

定
量

的
に

見
込

む
こ

と
が

困
難

で
あ

る
が

、
全

て
の

新
規

利
水

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

に
組

み
合

わ
せ

る
。

⑤
対

策
案

の
立

案
に

あ
た

っ
て

は
、

既
存

の
水

利
使

用
規

則
な

ど
の

水
利

用
ル

ー
ル

に
つ

い
て

は
基

本
的

に
変

え
な

い
こ

と
と

し
た

。
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5

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

【
新

規
利

水
の

観
点

か
ら

の
検

討
の

例
】

第
12

回
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
「
参

考
資

料
４

」
の

抜
粋

●
各

地
方

で
個

別
ダ

ム
の

検
証

を
検

討
す

る
場

合
に

は
、

【
別

紙
１

】
に

掲
げ

る
方

策
を

組
み

合
わ

せ
て

立
案

し
た

利
水

対
策

案
を

、
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
次

表
の

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

評
価

軸
評

価
の

考
え

方
従
来

の
代

替
案
検

討
※
1

評
価
の
定

量
性

に
つ

い
て

※
２

備
　

　
　

　
考

●
利

水
参

画
者

に
対

し
、

開
発

量
と

し
て

何
m
3
/
s
必

要
か

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

算
出

が
妥

当
に

行
わ

れ
て

い
る

か
を

確
認

す
る

こ
と

と
し
て
お
り
、
そ
の
量
を
確
保
で
き
る
か

○
○

利
水
参

画
者

に
対
し

、
開

発
量
と

し
て

何
m
3
/
s
必
要

か
を

確
認
す

る
と

と
も

に
、
そ

の
算

出
が
妥

当
に
行

わ
れ

て
い

る
か
を

確
認

の
上
、

そ
の

量
を

確
保
す

る
こ
と

を
基

本
と

し
て
利

水
対

策
案
を

立
案

す
る
こ

と
と

し
て

お
り
、
こ

の
よ

う
な

場
合
は

同
様

の
評

価
結
果

と
な

る
。

●
段
階
的
に
ど
の
よ
う
に
効
果
が
確
保
さ
れ
て
い
く
の
か

－
△

例
え
ば

、
地

下
水
取

水
は

対
策
の

進
捗

に
伴

っ
て
段

階
的

に
効
果

を
発

揮
し

て
い
く

が
、
ダ

ム
は

完
成
す

る
ま

で
は

効
果
を

発
現

せ
ず
、

完
成

し
運

用
し
て

初
め

て
効
果

を
発

揮
す
る

こ
と

に
な
る

。
こ

の
よ
う

な
各

方
策
の

段
階

的
な

効
果
の

発
現

の
特

性
を
考

慮
し

て
、
各

利
水
対

策
案

に
つ

い
て
、

対
策

実
施
手

順
を

想
定

し
、
一

定
の

期
限
後

に
ど

の
よ
う

な
効

果
を
発

現
し

て
い
る

か
に

つ
い

て
明
ら

か
に
す

る
。

●
ど
の
範
囲
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
確
保
さ
れ
て
い
く
の
か

（
取

水
位

置
別

に
、

取
水

可
能

量
が

ど
の

よ
う

に
確

保
さ

れ
る

か
）

△
△

例
え
ば

、
地

下
水
取

水
は

、
主
と

し
て

事
業

実
施
箇

所
付

近
に
お

い
て

効
果

を
発
揮

す
る
。

ま
た

、
ダ
ム

、
湖

沼
開

発
等
は

、
下

流
域
に

お
い

て
効

果
を
発

揮
す

る
。
こ

の
よ

う
な
各

方
策

の
特
性

を
考

慮
し
て

、
各

利
水
対

策
案

に
よ

っ
て
効

果
が
及

ぶ
範

囲
が

異
な
る

場
合

は
、
そ

の
旨

を
明

ら
か
に

す
る

。

●
ど
の
よ
う
な
水
質
の
用
水
が
得
ら
れ
る
か

△
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
得
ら

れ
る

見
込

み
の
用

水
の

水
質
を

で
き

る
か

ぎ
り
定

量
的
に

見
込

む
。
用

水
の

水
質

に
よ
っ

て
は

、
利
水

参
画

者
の

理
解
が

得
ら

れ
な
い

場
合

や
、
利

水
参

画
者
に

と
っ

て
浄
水

コ
ス

ト
が

か
さ
む
場

合
が

あ
る

こ
と
を

考
慮

す
る

。

※
な

お
、

目
標

に
関

し
て

は
、

各
種

計
画

と
の

整
合

、
渇

水
被

害
抑

止
、
経
済
効
果
等
の
観
点
で
適
宜
評
価
す
る
。

●
完
成
ま
で
に
要
す
る
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か

○
○

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
現
時

点
か

ら
完

成
す
る

ま
で

の
費
用

を
で
き

る
限

り
網

羅
的
に

見
込

ん
で
比

較
す

る
。

●
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か

○
○

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
維
持

管
理

に
要

す
る
費

用
を
で

き
る

限
り
網

羅
的

に
見

込
ん
で

比
較

す
る
。

●
そ

の
他

の
費

用
（

ダ
ム

中
止

に
伴

っ
て

発
生

す
る

費
用

等
）

は
ど

れ
く
ら
い
か

－
○

そ
の
他

の
費

用
と
し

て
、

ダ
ム
中

止
に

伴
っ

て
発
生

す
る
費

用
等

に
つ
い

て
、

で
き

る
限
り

明
ら

か
に
す

る
。

※
な

お
、

コ
ス

ト
に

関
し

て
は

、
必

要
に

応
じ

、
直

接
的

な
費

用
だ

け
で

な
く

関
連

し
て

必
要

と
な

る
費

用
に

つ
い

て
も

明
ら

か
に

し
て

評
価

す
る
。

例
え
ば

、
既

に
整
備

済
み

の
利
水

専
用

施
設

（
導
水

路
、

浄
水
場

等
）

を
活

用
で
き

る
か
確

認
し

、
活
用

す
る

こ
と

が
困
難

な
場

合
に
は

、
新

た
に

整
備
す

る
施

設
の
コ

ス
ト

や
不
要

と
な

る
施
設

の
処

理
に
係

る
コ
ス

ト
を

見
込

む
。

●
土
地
所
有
者
等
の
協
力
の
見
通
し
は
ど
う
か

－
△

用
地
取

得
や

家
屋
移

転
補

償
等
が

必
要

な
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

は
、
土

地
所

有
者

の
協
力

の
見

通
し
に

つ
い

て
明

ら
か
に

す
る

。

●
関
係
す
る
河
川
使
用
者
の
同
意
の
見
通
し
は
ど
う
か

－
△

各
利
水

対
策

案
の
実

施
に

当
た
っ

て
、

調
整

す
べ
き

関
係

す
る
河

川
使

用
者

を
想
定

し
、
調

整
の

見
通
し

を
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す
る

。
関

係
す

る
河
川

使
用

者
と
は

、
例

え
ば
、

既
存

ダ
ム
の

活
用

（
容
量

の
買

い
上

げ
・
か

さ
上

げ
）
の

場
合

に
お

け
る
既

存
ダ

ム
に
権

利
を

有
す
る

者
、

水
需

要
予
測

見
直

し
の
際

の
既

得
の

水
利
権

を
有

す
る

者
、
農

業
用

水
合
理

化
の

際
の
農

業
関

係
者

が
考
え

ら
れ

る
。

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に

参
画

し
て

い
る

者
へ

の
影

響
の

程
度

は
ど
う
か

－
△

発
電
の

目
的

を
有
す

る
検

証
対
象

ダ
ム

に
お

い
て
、

当
該

ダ
ム
事

業
以

外
の

利
水
対

策
案
を

実
施

す
る
場

合
に

は
、

発
電
を

目
的

と
し
て

ダ
ム

事
業

に
参
画

し
て

い
る
者

の
目

的
が
達

成
で

き
な
く

な
る

こ
と
に

な
る

が
、

そ
の
者

の
意

見
を
聴
く

と
と

も
に

、
影

響
の
程

度
を

で
き
る

限
り

明
ら

か
に
す

る
。

●
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
調
整
の
見
通
し
は
ど
う
か

－
△

各
利
水

対
策

案
の
実

施
に

当
た
っ

て
、

調
整

す
べ
き

そ
の

他
の
関

係
者

を
想

定
し
、

調
整
の

見
通

し
を
で

き
る

限
り

明
ら
か

に
す

る
。
そ

の
他

の
関

係
者
と

は
、

例
え
ば

、
利

水
参
画

者
が

用
水
の

供
給

を
行
っ

て
い

る
又
は

予
定

し
て
い

る
団

体
が
考

え
ら

れ
る

。

●
事
業
期
間
は
ど
の
程
度
必
要
か

△
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
事
業

効
果

が
発

揮
す
る

ま
で

の
期
間

を
き

る
限

り
定
量

的
に
見

込
む

。
利
水

参
画

者
は

需
要
者

に
対

し
供
給

可
能

時
期

を
示
し

て
お

り
、
需

要
者

は
そ
れ

を
見

込
み
つ

つ
経

営
計
画

を
立

て
る

こ
と
か

ら
、

そ
の
時

期
ま
で

に
供

給
で

き
る
か

ど
う

か
が
重

要
な

評
価

軸
と
な

る
。

●
法
制
度
上
の
観
点
か
ら
実
現
性
の
見
通
し
は
ど
う
か

※
４

－
各

利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
現
行

法
制

度
で

対
応
可

能
か

、
関
連

法
令

に
抵

触
す
る

こ
と

が
な
い

か
、
条

例
を

制
定

す
る
こ

と
に

よ
っ
て

対
応

可
能

か
な
ど

、
ど

の
程
度

実
現

性
が
あ

る
か

に
つ
い

て
見

通
し
を

明
ら
か

に
す

る
。

●
技
術
上
の
観
点
か
ら
実
現
性
の
見
通
し
は
ど
う
か

※
４

－
各

利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
利
水

参
画

者
に

対
し
て

確
認

し
た
必

要
な

開
発

量
を
確

保
す

る
た
め

の
施
設

を
設

計
す

る
た
め

に
必

要
な
技

術
が

確
立

さ
れ
て

い
る

か
、
現

在
の

技
術
水

準
で

施
工
が

可
能

か
な
ど

、
ど

の
程

度
実
現

性
が
あ

る
か

に
つ
い

て
見

通
し

を
明
ら

か
に

す
る
。

持
続

性
●
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
と
い
え
る
か

－
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
恒
久

的
に

そ
の
効

果
を

維
持

し
て
い

く
た

め
に

、
将
来

に
わ

た
っ
て
定

期
的

な
監

視
や

観
測
、

対
策

方
法
の

調
査

研
究

、
関
係

者
と

の
調
整

等
を

で
き
る

限
り

明
ら
か

に
す

る
。
例

え
ば

、
地

下
水
取

水
に

は
地
盤

沈
下

に
つ

い
て
の

定
期

的
な
監

視
や

観
測

が
必
要

と
な

る
。

●
事
業
地
及
び
そ
の
周
辺
へ
の
影
響
は
ど
の
程
度
か

○
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
土
地

の
買

収
、

家
屋
の

移
転

に
伴
う

個
人

の
生

活
や
地

域
の
経

済
活

動
、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、
ま

ち
づ

く
り
等

へ
の

影
響

の
観
点

か
ら

、
事
業

地
及

び
そ
の

周
辺

に
ど
の

よ
う

な
影
響

が
生

じ
る

か
、
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す

る
。
ま

た
、
必

要
に

応
じ
対

象
地

域
の

人
口
動

態
と

対
策
と

の
関

係
を

分
析
し

、
過

疎
化
の

進
行

等
へ
の

影
響

に
つ
い

て
検

討
す
る

。
な

お
、

必
要
に

応
じ

影
響
緩

和
の

た
め
の

対
策
を

検
討

し
、

対
策
の

内
容

や
想

定
さ
れ

る
効

果
等
に

つ
い

て
明

ら
か
に

す
る

。

●
地
域
振
興
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か

－
△

例
え
ば

、
河

道
外
貯

留
施

設
（
貯

水
池

）
や

ダ
ム
等

に
よ

っ
て
広

大
な

水
面

が
で
き

る
と
、

観
光

客
が
増

加
し

、
地

域
振
興

に
寄

与
す
る

場
合

が
あ

る
。
こ

の
よ

う
に
、

利
水

対
策
案

に
よ

っ
て
は

、
地

域
振
興

に
効

果
が

あ
る
場

合
が

あ
る
の

で
、
必

要
に

応
じ

、
そ
の

効
果

を
明
ら

か
に

す
る

。

●
地
域
間
の
利
害
の
衡
平
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か

－
－

例
え
ば

、
ダ

ム
等
は

建
設

地
付
近

で
用

地
買
収

や
家

屋
移

転
補
償

を
伴

い
、

受
益
す

る
の

は
下
流

域
で
あ

る
の

が
一

般
的
で

あ
る

。
一
方

、
地

下
水

取
水
等

は
対

策
実
施

箇
所

と
受
益

地
が

比
較
的

近
接

し
て
い

る
。

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
地

域
間
で

ど
の

よ
う

に
利
害

が
異
な

り
、

利
害

の
衡
平

に
ど

の
よ
う

に
配

慮
が

な
さ
れ

て
い

る
か
、

で
き

る
限
り

明
ら

か
に
す

る
。

ま
た
、

必
要

に
応

じ
影
響

緩
和

の
た
め

の
対

策
を

検
討
し

、
対
策

の
内

容
や
想

定
さ

れ
る

効
果
等

に
つ

い
て
明

ら
か

に
す

る
。

●
水
環
境
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か

△
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
現
況

と
比

べ
て

水
量
や

水
質

が
ど
の

よ
う

に
変

化
す
る

の
か
、

利
用

で
き
る

デ
ー

タ
の

制
約
や

想
定

さ
れ
る

影
響

の
程

度
に
応

じ
て

で
き
る

限
り

明
ら
か

に
す

る
。
ま

た
、

必
要
に

応
じ

影
響

緩
和
の

た
め

の
対
策

を
検

討
し

、
対
策

の
内

容
や
想

定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ

い
て
明

ら
か

に
す
る

。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ
る
か

－
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
現
況

と
比

べ
て

地
下
水

位
に

ど
の
よ

う
な

影
響

を
与
え

る
か
、

ま
た

そ
れ
に

よ
り

地
盤

沈
下
や

地
下

水
の
塩

水
化

、
周

辺
の
地

下
水

利
用
に

ど
の

よ
う
な

影
響

を
与
え

る
か

、
利
用

で
き

る
デ

ー
タ
の

制
約

や
想
定

さ
れ

る
影

響
の
程

度
に
応

じ
て

で
き
る

限
り

明
ら

か
に
す

る
。

ま
た
、

必
要

に
応

じ
影
響

緩
和

の
た
め

の
対

策
を
検

討
し

、
対
策

の
内

容
や
想

定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ

い
て
明

ら
か

に
す

る
。

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影
響
が
あ
る
か

△
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
地
域

を
特

徴
づ

け
る
生

態
系

や
動
植

物
の

重
要

な
種
等

へ
の
影

響
が

ど
の
よ

う
に

生
じ

る
の
か

、
下

流
河
川

も
含

め
た

流
域
全

体
で

の
自
然

環
境

に
ど
の

よ
う

な
影
響

が
生

じ
る
の

か
、

利
用

で
き
る

デ
ー

タ
の
制

約
や

想
定

さ
れ
る

影
響
の

程
度

に
応
じ

て
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す
る

。
ま

た
、

必
要
に

応
じ

影
響
緩

和
の

た
め
の

対
策

を
検
討

し
、

対
策
の

内
容

や
想

定
さ
れ

る
効
果

等
に

つ
い
て

明
ら

か
に

す
る
。

●
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

の
河

川
・

海
岸

に
ど

の
よ

う
に

影
響
す
る
か

△
△

各
利
水

対
策

案
つ
い

て
、

土
砂
流

動
が

ど
の
よ

う
に

変
化

す
る
の

か
、

そ
れ

に
よ
り

下
流

河
川
や

海
岸

に
お

け
る
土

砂
の

堆
積
又

は
侵

食
に
ど

の
よ

う
な

変
化
が

生
じ

る
の

か
、
利

用
で

き
る
デ

ー
タ

の
制
約

や
想

定
さ

れ
る
影

響
の

程
度
に

応
じ

て
で
き

る
限

り
明
ら

か
に

す
る
。

ま
た

、
必

要
に
応

じ
影

響
緩
和

の
た

め
の

対
策
を

検
討

し
、
対

策
の

内
容
や

想
定

さ
れ
る

効
果

等
に
つ

い
て
明

ら
か

に
す

る
。

●
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る
か

△
△

各
利
水

対
策

案
つ
い

て
、

景
観
が

ど
う

変
化

す
る
の

か
、

河
川
や

湖
沼

で
の

野
外
レ

ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
を

通
じ

た
人

と
自
然

と
の

触
れ
合

い
の

活
動

及
び
日

常
的

な
人
と

自
然

と
の
触

れ
合

い
の
活

動
が

ど
の
よ

う
に

変
化

す
る
の

か
で

き
る
限

り
明

ら
か

に
す
る

。
ま

た
、
必

要
に
応

じ
影

響
緩

和
の
た

め
の

対
策
を

検
討

し
、

対
策
の

内
容

や
想
定

さ
れ

る
効
果

等
に

つ
い
て
明

ら
か

に
す

る
。

●
C
O
2
排
出
負
荷
は
ど
う
変
わ
る
か

－
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
対
策

の
実

施
及
び

河
川

・
ダ

ム
等
の

管
理

に
伴

う
CO
2
の

排
出

負
荷
の

概
略

を
明
ら

か
に

す
る

。
例
え

ば
、

海
水

淡
水
化

や
長

距
離
導

水
の

実
施

に
は
多

大
な

エ
ネ
ル

ギ
ー

を
必
要

と
す

る
こ

と
、
水

力
発

電
用
ダ

ム
容

量
の

買
い
上

げ
や
発

電
を

目
的
に

含
む

ダ
ム

事
業
の

中
止

は
火
力

発
電

の
増

強
を
要

す
る

な
ど
、

エ
ネ

ル
ギ
ー

政
策

に
も
影

響
す

る
可
能

性
が
あ

る
こ

と
に

留
意
す

る
。

●
そ
の
他

△
△

以
上
の

項
目

に
加
え

て
特

筆
さ
れ

る
環

境
影
響

が
あ

れ
ば

、
利
用

で
き

る
デ

ー
タ
の

制
約
や

想
定

さ
れ
る

影
響

の
程

度
に
応

じ
て

で
き
る

限
り

明
ら

か
に
す

る
。

※
１
　
○
：
評
価
の
視
点
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
き
て
い
る
、
△
：
評
価
の
視
点
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
、
－
：
明
示
し
た
評
価
は
ほ
と
ん
ど
又
は
全
く
行
わ
れ
て
き
て
い
な
い
。

※
３
「
実
現
性
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
達
成
し
う
る
安
全
度
が
著
し
く
低
く
な
い
か
、
コ
ス
ト
が
著
し
く
高
く
な
い
か
、
持
続
性
が
あ
る
か
、
地
域
に
与
え
る
影
響
や
自
然
環
境
へ
与
え
る
影
響
が
著
し
く
大
き
く
な
い
か
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
実
現
性
以
外
の
評
価
軸
を
参
照
す
る
こ
と
。

※
２
　
○
：
原
則
と
し
て
定
量
的
評
価
を
行
う
こ
と
が
可
能
、
△
：
主
と
し
て
定
性
的
に
評
価
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
一
部
の
事
項
に
つ
い
て
は
定
量
的
な
表
現
が
可
能
な
場
合
が
あ
る
、
－
：
定
量
的
評
価
が
直
ち
に
は
困
難

※
４
　
こ
れ
ま
で
、
法
制
度
上
又
は
技
術
上
の
観
点
か
ら
実
現
性
が
乏
し
い
案
は
代
替
案
と
し
て
検
討
し
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。

評
　

　
価

　
　

軸
　

　
と

　
　

評
　

　
価

　
　
の

　
　

考
　

　
え

　
　

方

地
域

社
会

へ
の
影

響

環
境

へ
の
影

響

コ
ス

ト

実
現

性
※
３

目
標

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（新
規

利
水

の
観

点
か

ら
の

検
討

の
例

）
【

別
紙

８
】

今
回

の
意

見
聴

取
で

頂
い

た
ご

意
見

は
、

今
後

の
評

価
軸

ご
と

の
検

討
時

の
参

考
と

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。
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河
川

整
備

計
画

◇
河

川
整

備
計

画
の

概
要

■
豊

川
上

流
に

設
楽

ダ
ム

を
建

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
河

川
整

備
計

画
の

目
標

又
は

参
加

継
続

確
認

さ
れ

た
新

規
利

水
の

必
要

な
開

発
量

を
確

保
す

る
。

■
設

楽
ダ

ム
の

建
設

に
よ

り
、

上
下

流
の

分
断

や
貯

水
池

の
存

在
に

よ
る

環
境

へ
の

影
響

が
想

定
さ

れ
る

た
め

、
環

境
影

響
評

価
を

実
施

し
、

必
要

な
環

境
保

全
措

置
に

よ
り

回
避

・
低

減
に

努
め

て
い

る
。

■
地

元
自

治
体

等
と

の
調

整
が

完
了

し
、

建
設

中
で

あ
る

。
■

総
概

算
コ

ス
ト

：
W

A
約

5
0
0
億

円
、

N
約

1
,2

0
0
億

円
■

工
期

：
約

2
0
年

流
域

図

▲
設

楽
ダ

ム
容

量
配

分

ダ
ム

高
約

12
9m

ダ
ム

天
端

EL
.4

48
.0

m
サ

ー
チ

ャ
ー

ジ
水

位
EL

.4
44

.0
m

常
時

満
水

位

EL
.4

37
.0

m

洪
水

調
節

容
量

1,
90

0万
m

3

利
水

容
量

7,
30

0万
m

3

新
規

開
発

容
量

1,
30

0万
m

3

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
の

容
量

6,
00

0万
m

3

堆
砂

容
量

60
0万

m
3

有
効

貯
水

容
量

9,
20

0万
m

3

最
低

水
位

EL
.3

77
.0

m

基
礎

地
盤

高

EL
.3

19
.0

m

総
貯

水
容

量
9,

80
0万

m
3

※
W

A
：
利

水
N

：
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

※
総

概
算

コ
ス

ト
に

は
、

残
事

業
費

、
維

持
管

理
費

等
が

含
ま

れ
て

い
る

①
設

楽
ダ

ム

資料 5 - 20
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◇
対

策
案

位
置

図

水
系

間
導

水
（
天

竜
川

）

4
月

5月
6月

7月
8月

9月
1
0月

1
1月

1
2月

1月
２

月
３

月
S
５

２

S
５

３

S
５

４

S
５

５

S
５

６

S
５

７

S
５

８

S
５

９

S
６

０

S
６

１

S
６

２

S
６

３

H
　

1

H
　

2

H
　

3

H
　

4

H
　

5

H
　

6

H
　

7

H
　

8

H
　

9

H
　

10

H
　

11

H
　

12

H
　

13

H
　

14

H
　

15

H
　

16

H
　

17

H
　

18

H
　

19

H
　

20

H
　

21

年
度

発
生

年
度

取
水

制
限

の
発

生
期

間
　

　
　

　
　

　
豊

川
水

系
　

　
　

　
　

　
　

天
竜

川
水

系
自

主
節

水
期

間

◇
対

策
案

の
概

要
■

天
竜

川
よ

り
新

規
に

導
水

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
必

要
量

を
確

保
す

る
。

■
天

竜
川

で
も

取
水

制
限

が
近

年
２

０
年

間
に

１
１

回
発

生
し

て
お

り
、

新
規

に
導

水
す

る
に

は
天

竜
川

の
関

係
河

川
使

用
者

等
と

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

■
総

概
算

コ
ス

ト
：
関

係
者

調
整

を
伴

う
た

め
不

確
定

■
工

期
：
関

係
者

調
整

を
伴

う
た

め
不

確
定

天
竜

川
水

系

※
W

A
：
利

水
N

：
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

◇
豊

川
と

天
竜

川
の

渇
水

状
況

②
対

策
案

３
（
水

系
間

導
水

（
天

竜
川

）
）

・
天

竜
川

で
は

Ｈ
２

年
～

平
成

２
１

年
の

２
０

年
間

で
１

１
回

（
年

単
位

で
算

出
）

の
取

水
制

限
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・
隣

合
う

水
系

の
た

め
同

じ
よ

う
な

時
期

に
取

水
制

限
と

な
る

こ
と

が
あ

る

○W
A

○
検

討
の

対
象

N

新
規

導
水
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◇
地

下
水

源
の

イ
メ

ー
ジ

0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

S
5
5

S
5
8

S
6
1

H
1

H
4

H
7

H
1
0

H
1
3

H
1
6

H
1
9

取水量（m
3
/s）

地
下

水
取

水

◇
対

策
案

の
概

要
■

伏
流

水
や

河
川

水
に

影
響

を
与

え
な

い
よ

う
配

慮
し

つ
つ

、
井

戸
の

新
設

等
に

よ
り

、
必

要
量

を
確

保
す

る
■

豊
橋

市
を

含
む

東
三

河
地

区
は

、
軟

弱
地

盤
で

あ
る

沖
積

層
を

擁
す

る
と

と
も

に
、

地
下

水
も

相
当

量
が

利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

揚
水

や
渇

水
の

状
況

に
よ

っ
て

は
塩

水
化

や
地

盤
沈

下
の

発
生

が
危

惧
さ

れ
る

地
域

で
あ

る
。

■
豊

橋
市

で
は

、
自

主
的

努
力

に
よ

り
地

下
水

保
全

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
蒲

郡
市

や
田

原
市

の
一

部
で

は
地

下
水

取
水

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。
■

総
概

算
コ

ス
ト

：
関

係
者

調
整

を
伴

う
た

め
不

確
定

■
工

期
：
関

係
者

調
整

を
伴

う
た

め
不

確
定

◇
豊

川
フ

ル
プ

ラ
ン

エ
リ

ア
内

の
地

下
水

取
水

実
績

（
一

日
最

大
取

水
量

）

地
下

水
の

想
定

範
囲

◇
対

策
案

位
置

図

③
対

策
案

５
（
地

下
水

取
水

）
○W

A

○
検

討
の

対
象

N

※
W

A
：
利

水
N

：
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持 出

典
：
需

要
実

績
調

査
（
国

土
交

通
省

水
資

源
部

）

出
典

：
平

成
２

２
年

版
日

本
の

水
資

源
を

基
に

作
成

※
伏

流
水

と
は

、
河

川
な

ど
の

地
表

の
水

が
地

中
に

浸
透

し
て

、
地

中
を

流
れ

る
水

の
こ

と

◇
新

聞
記

事
東

愛
知

新
聞

（
平

成
20

年
5月

24
日

）
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既
得

水
利

の
合

理
化

・
転

用

◇
対

策
案

の
概

要
■

豊
川

用
水

の
幹

線
水

路
や

支
線

水
路

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

も
老

朽
化

等
の

対
策

が
図

ら
れ

て
い

る
。

■
水

利
権

更
新

毎
に

用
途

別
の

必
要

流
量

に
つ

い
て

は
、

適
切

に
審

査
さ

れ
て

い
る

。
■

総
概

算
コ

ス
ト

：
関

係
者

調
整

を
伴

う
た

め
不

確
定

■
工

期
：
関

係
者

調
整

を
伴

う
た

め
不

確
定

※
法

：
河

川
法

第
２

３
条

の
許

可
を

得
た

も
の

※
慣

：
河

川
法

施
行

前
か

ら
存

在
す

る
慣

行
水

利

◇
豊

川
水

系
に

お
け

る
水

利
権

一
覧 （
平

成
２

２
年

４
月

３
０

日
現

在
）

◇
豊

川
用

水
二

期
事

業

既
得

水
利

の
合

理
化

・
転

用
の

想
定

範
囲

◇
対

策
案

位
置

図

④
対

策
案

８
（
既

得
水

利
の

合
理

化
・
転

用
）

※
W

A
：
利

水
N

：
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

※
対

策
案

に
関

す
る

施
設

管
理

者
、

利
水

関
係

者
等

と
の

事
前

協
議

や
調

整
は

行
っ

て
い

な
い

○W
A

○
検

討
の

対
象

N

3
8.

7
90

 
1
86

計
（
発

電
を

除
く
）

1
4.

8
17

 
3

発
電

0
.0

5
1 

8
そ

の
他

9
.9

2
3

1
65

農
業

用
水

0
.7

4
5 

2
工

業
用

水

0
.4

9
8 

9
水

道
用

水
上

記
以

外

2
0.

9
60

 
1

農
業

用
水

2
.4

3
0 

1
工

業
用

水
豊

川
総

合
用

水

4
.1

8
3 

1
水

道
用

水
豊

川
用

水

最
大

使
用

水
量

（
m

3 /
s）

件
数

用
水

目
的

用
水

名
・
改

築
さ

れ
た

水
路
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た
め
池

（
取

水
後

の
貯

留
施

設
を
含

む
）

出
典

：
愛
知
県
た
め
池
保
全
構
想

◇
た

め
池

の
現

状
（
愛

知
県

）
平

成
１

８
年

３
月

現
在

◇
対

策
案

の
概

要
■

既
存

の
平

均
的

な
規

模
の

た
め

池
を

新
設

し
て

必
要

な
流

量
を

確
保

す
る

こ
と

と
す

る
。

■
１

箇
所

あ
た

り
の

用
地

買
収

面
積

や
周

辺
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
が

、
多

数
必

要
と

な
る

。
■

総
概

算
コ

ス
ト

：
W

A
約

6
0
0
億

円
、

N
 

約
2
,7

0
0
億

円
■

工
期

：
用

地
買

収
を

伴
う

た
め

不
確

定

1
,2

0
0箇

所
W

A N

た
め

池
設

置
数

5
,5

0
0箇

所

た
め

池
対

策
案

諸
元

◇
た

め
池

対
策

案
の

概
要

・
た

め
池

設
置

イ
メ

ー
ジ

※
W

A
：
利

水
N

：
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

※
総

概
算

コ
ス

ト
は

、
概

略
で

算
定

し
て

い
る

た
め

変
更

と
な

る
こ

と
が

あ
る

※
対

策
案

の
施

設
規

模
は

設
楽

ダ
ム

新
規

利
水

1
，

3
0
0
万

m
3
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
6
,0

0
0
万

m
3
と

し
て

い
る

※
総

概
算

コ
ス

ト
に

は
、

残
事

業
費

、
維

持
管

理
費

等
が

含
ま

れ
て

い
る

※
対

策
案

の
適

地
、

用
地

買
収

等
に

係
わ

る
地

権
者

等
の

関
係

者
と

の
事

前
協

議
や

調
整

は
行

っ
て

い
な

い

た
め

池
の

想
定

範
囲

◇
対

策
案

位
置

図

既
存

の
た

め
池

⑤
対

策
案

６
（
た

め
池

（
取

水
後

の
貯

留
施

設
を

含
む

）
）

○W
A

○
検

討
の

対
象

N
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11

ダ
ム
再

開
発

（
宇

連
ダ
ム
）
＋

た
め
池

4
,0

0
0万

m
3

（
2,

8
4

2
万

m
3 ）

7
6m

（
6

5m
／

＋
1

1m
）

宇
連

ダ
ム

W
A

又
は

N

か
さ

上
げ

後
容

量

（
現

容
量

／
増

量
）

か
さ

上
げ

後
堤

高

（
現

堤
高

／
か

さ
上

げ
高

）

・
ダ

ム
再

開
発

対
策

案
諸

元

◇
対

策
案

の
概

要
■

既
存

ダ
ム

（
宇

連
ダ

ム
）
の

か
さ

上
げ

に
加

え
、

既
存

の
平

均
的

な
規

模
の

た
め

池
を

設
置

し
必

要
量

を
確

保
す

る
。

■
か

さ
上

げ
に

つ
い

て
は

、
地

質
調

査
等

技
術

的
な

検
討

や
用

地
買

収
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

、
か

さ
上

げ
高

が
大

き
い

場
合

、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
等

に
つ

い
て

今
後

十
分

な
調

査
が

必
要

と
な

る
。

■
工

事
期

間
中

、
宇

連
ダ

ム
の

ダ
ム

機
能

が
一

時
的

に
制

限
を

受
け

る
場

合
が

あ
る

。
■

た
め

池
１

箇
所

あ
た

り
の

用
地

買
収

面
積

や
周

辺
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
が

、
多

数
必

要
と

な
る

。
■

総
概

算
コ

ス
ト

：
W

A
約

6
0
0
億

円
、

N
約

2
,7

0
0
億

円
■

工
期

：
用

地
買

収
及

び
施

設
管

理
者

等
と

の
調

整
が

伴
う

た
め

不
確

定

◇
か

さ
上

げ
対

策
案

の
概

要

宇
連

ダ
ム

1
3

0箇
所

W
A N

た
め

池
設

置
数

4
,4

0
0箇

所

・
た

め
池

対
策

案
諸

元

既
存

の
た

め
池

・
た

め
池

設
置

イ
メ

ー
ジ

◇
た

め
池

対
策

の
概

要

た
め

池
の

想
定

範
囲

宇
連

ダ
ム

再
開

発

◇
対

策
案

位
置

図

⑥
対

策
案

１
２

（
ダ

ム
再

開
発

（
宇

連
ダ

ム
）
＋

た
め

池
）

○W
A

○
検

討
の

対
象

N

利
水

容
量

堆
砂

容
量

新
規

容
量

既 設 ダ ム

か
さ

上
げ

後
の

ダ
ム

・
か

さ
上

げ
イ

メ
ー

ジ

※
W

A
：
利

水
N

：
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

※
総

概
算

コ
ス

ト
は

、
概

略
で

算
定

し
て

い
る

た
め

変
更

と
な

る
こ

と
が

あ
る

※
対

策
案

の
施

設
規

模
は

設
楽

ダ
ム

新
規

利
水

1
，

3
0
0
万

m
3
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
6
,0

0
0
万

m
3
と

し
て

い
る

※
総

概
算

コ
ス

ト
に

は
、

残
事

業
費

、
維

持
管

理
費

等
が

含
ま

れ
て

い
る

※
対

策
案

に
関

す
る

施
設

管
理

者
、

利
水

関
係

者
等

と
の

事
前

協
議

や
調

整
は

行
っ

て
い

な
い

※
対

策
案

の
適

地
、

用
地

買
収

等
に

係
わ

る
地

権
者

等
の

関
係

者
と

の
事

前
協

議
や

調
整

は
行

っ
て

い
な

い
※

対
策

案
の

施
設

規
模

は
ダ

ム
事

業
者

や
水

利
使

用
許

可
権

者
と

し
て

有
し

て
い

る
情

報
に

よ
り

可
能

な
範

囲
で

検
討

し
た

も
の

で
あ

り
、

今
後

の
詳

細
な

情
報

等
に

よ
り

変
更

と
な

る
こ

と
が

あ
る
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（別添：意見提出様式）

設楽ダム建設事業の利水対策案等に対するご意見

①団体名

②担当者名

③連絡先（ＴＥＬ）

④ご意見

１）利水対策案に

ついて

（ご意見を記載し

て下さい。）

２）流水の正常な

機能の維持対策案

について

（ご意見を記載し

て下さい。）
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0

利
水

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
対

策
案

に
対

す
る

意
見

聴
取

つ
い

て
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1

個
別

ダ
ム
検

証
の

背
景

と
基

本
的

な
考

え
方

（
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ
り
方

に
つ
い
て

中
間

取
り
ま
と
め

平
成

22
年

9月
今

後
の

治
水

対
策

の
あ
り
方

に
関

す
る
有

識
者

会
議

」
よ
り
抜

粋
）

【
検

証
の

背
景

】

・
洪
水
に
よ
る
被
害
の
軽
減
と
水
利
用
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、
河
川
改
修
と
ダ
ム
建
設
を
主
体
と
す
る
治
水
、
利

水
対
策
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
国
力
の
増
進
と
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
を
も
た
ら
し
た
。

・
し
か
し
な
が
ら
、
新
規
の
ダ
ム
を
建
設
す
る
適
地
が
少
な
く
な
り
、
地
質
、
地
形
条
件
の
制
約
か
ら
予
想
以
上
に
費

用
を
要
す
る
事
態
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
環
境
問
題
が
顕
著
化
し
、
事
業
の
長
期
化
を
招
い
て
い
る
。

・
将
来
を
見
据
え
る
と
、
我
が
国
は
、
三
つ
の
大
き
な
不
安
要
因
（
人
口
減
少
の
進
行
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
、
長
期

債
務
負
担
）
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
、
税
金
の
使
い
道
を
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
公
共
事
業
に
つ
い
て

は
、
歳
出
の
中
身
を
徹
底
的
に
見
直
し
、
そ
の
上
で
、
ダ
ム
が
本
当
に
必
要
な
も
の
か
を
も
う
一
度
見
極
め
、
国
民
の

安
全
を
守
る
上
で
合
理
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
現
在
事
業
中
の
個
別
の
ダ
ム
事
業
に
つ
い
て
検
証
し
、
事
業
の
必
要
性
や
投
資
効
果
の

妥
当
性
を
改
め
て
さ
ら
に
厳
し
い
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、
目
標
と
す
る
安
全
度
を
確
保
す
る
た
め
の
よ
り
低

コ
ス
ト
で
早
急
な
効
果
が
発
現
で
き
る
対
策
を
見
出
す
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

【
検

証
の

基
本

的
な
考

え
方

】

（
１
）
検
証
対
象
ダ
ム
事
業
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
総
事
業
費
、
堆
砂
計
画
、
工
期
や
過
去
の
洪
水
実
績
な
ど
計

画
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
デ
ー
タ
等
に
つ
い
て
詳
細
に
点
検
を
行
う
。

（
２
）
洪
水
調
節
、
新
規
利
水
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
等
の
目
的
別
に
検
討
を
行
う
。

（
３
）
複

数
の

対
策

案
を
立

案
す
る
。

（
４
）
河
川
整
備
計
画
に
お
い
て
想
定
し
て
い
る
目
標
と
同
程
度
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
立
案
す
る
。

（
５
）
立
案
し
た
対
策
案
が
多
い
場
合
は
、
概
略
評
価
を
行
う
こ
と
に
よ
り
２
～
５
案
程
度
の
対
策
案
を
抽
出
す
る
。

（
６
）
各
評
価
軸
に
つ
い
て
的
確
な
評
価
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
上
で
、
財
政
的
、
時
間
的
な
観
点
を
加
味
し
て
目
的
別

の
総
合
評
価
を
行
う
。

（
７
）
目
的
別
の
総
合
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
一
定
の
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
コ
ス
ト
を
最
も
重
視

す
る
。

（
８
）
各
目
的
別
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
検
証
の
対
象
と
す
る
ダ
ム
事
業
に
関
す
る
総
合
的
な
評
価
を
行
う
。

等
1
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2

検
証

に
係

る
検

討
の

進
め
方

に
つ
い
て 検
討
の
場
で
検
討
主
体
が
構
成
員
に

ご
説
明
し
見
解
を
頂
く
内
容

第
1回

～
第

3
回
の
検
討
の
場
で
構
成

員
よ
り
見

解
を
頂

い
た
内

容

第
12

回
今

後
の

治
水

対
策

の
あ
り
方

に
関

す
る
有

識
者

会
議

「
参

考
資

料
４
」
の

抜
粋

資料 5 - 61



3

第
１
２
回

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り
方

に
関

す
る
有

識
者

会
議
「
参
考

資
料
４
」
の

抜
粋

２
～
５
案
に
抽
出
し
た
対
策
案
に
対

し
、
上

記
※

3の
と
お
り

関
係
河
川
使
用
者
（
利
水
者
）
や
関

係
自
治
体
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く

新
規

利
水

に
対

す
る
対

策
案

検
討

の
進

め
方

に
つ
い
て
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4

新
規

利
水

及
び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

に
対

す
る
対

策
案

検
討

の
基

本
的

な
考

え
方

●
対

策
案

の
検

討
・
立

案

①
設
楽
ダ
ム
が
有
す
る
新
規
利
水
又
は
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
対
す
る
対
策
案
を
、
再
評
価
実
施
要
領
細

目
で
示
さ
れ
た
１
３
方
策
か
ら
豊
川
に
適
用
可
能
な
方
策
を
単
独
も
し
く
は
組
み
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

②
立
案
す
る
対
策
案
に
は
以
下
に
示
す
河
川
整
備
計
画
の
目
標
又
は
参
加
継
続
確
認
さ
れ
た
新
規
利
水
の
必
要
な

開
発
量
が
確
保
で
き
る
も
の
と
す
る
。

◇
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

・
渇
水
時
の
河
川
流
量
を
牟
呂
松
原
頭
首
工
（
直
下
流
）
地
点
に
お
い
て
約

2m
3 /

sか
ら
約

5m
3 /

sに
、
大
野
頭
首

工
（
直
下
流
）
地
点
に
お
け
る
水
涸
れ
状
態
か
ら
約

1.
3m

3 /
sに

そ
れ
ぞ
れ
流
量
の
増
加
に
努
め
、
河
川
環
境
の

保
全
を
可
能
に
す
る
。

・
既

得
用

水
が

10
年

に
1回

程
度
発
生
す
る
規
模
の
渇
水
時
に
お
い
て
も
安
定
的
に
取
水
で
き
る
よ
う
利
水
安
全

度
の
向
上
を
図
る
。

◇
新

規
利

水

・
水

道
用

水
0.

17
9m

3 /
s、

農
業
用
水

0.
33

9m
3 /

sを
確
保
す
る
。

③
新
規
利
水
及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
対
策
案
は
、
各
々
個
別
に
対
策
案
を
検
討
す
る
。

④
水
源
林
の
保
全
、
渇
水
調
整
の
強
化
、
節
水
対
策
、
雨
水
・
中
水
利
用
に
つ
い
て
は
、
効
果
を
定
量
的
に
見
込
む
こ

と
が
困
難
で
あ
る
が
、
全
て
の
新
規
利
水
及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
対
策
案
に
組
み
合
わ
せ
る
。

⑤
対
策
案
の
立
案
に
あ
た
っ
て
は
、
既
存
の
水
利
使
用
規
則
な
ど
の
水
利
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
変
え
な

い
こ
と
と
し
た
。
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5

評
価

軸
と
評

価
の

考
え
方

【
新

規
利

水
の

観
点

か
ら
の

検
討

の
例

】
第

12
回

今
後

の
治
水

対
策
の

あ
り
方

に
関

す
る
有

識
者

会
議
「
参
考

資
料
４
」
の

抜
粋

●
各

地
方

で
個

別
ダ

ム
の

検
証

を
検

討
す

る
場

合
に

は
、

【
別

紙
１

】
に

掲
げ

る
方

策
を

組
み

合
わ

せ
て

立
案

し
た

利
水

対
策

案
を

、
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
次

表
の

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

評
価

軸
評

価
の

考
え

方
従
来

の
代

替
案
検

討
※
1

評
価
の

定
量

性
に
つ

い
て

※
２

備
　

　
　

　
考

●
利

水
参

画
者

に
対

し
、

開
発

量
と

し
て

何
m
3
/
s
必

要
か

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

算
出

が
妥

当
に

行
わ

れ
て

い
る

か
を

確
認

す
る

こ
と

と
し
て
お
り
、
そ
の
量
を
確
保
で
き
る
か

○
○

利
水
参

画
者

に
対
し

、
開

発
量
と

し
て

何
m3
/
s
必
要

か
を

確
認
す

る
と

と
も
に

、
そ

の
算

出
が
妥

当
に

行
わ
れ

て
い

る
か

を
確
認

の
上

、
そ
の

量
を

確
保

す
る
こ
と
を

基
本
と

し
て
利

水
対

策
案
を

立
案

す
る
こ

と
と

し
て
お

り
、

こ
の

よ
う
な

場
合

は
同
様

の
評

価
結

果
と
な

る
。

●
段
階
的
に
ど
の
よ
う
に
効
果
が
確
保
さ
れ
て
い
く
の
か

－
△

例
え
ば

、
地

下
水
取

水
は

対
策
の

進
捗

に
伴
っ

て
段

階
的

に
効
果

を
発

揮
し
て

い
く

が
、

ダ
ム
は

完
成

す
る
ま

で
は

効
果

を
発
現

せ
ず

、
完
成

し
運

用
し

て
初
め

て
効

果
を
発

揮
す
る

こ
と

に
な
る

。
こ

の
よ
う

な
各

方
策
の

段
階

的
な

効
果
の

発
現

の
特
性

を
考

慮
し

て
、
各

利
水

対
策
案

に
つ

い
て

、
対
策

実
施

手
順
を

想
定

し
、

一
定
の

期
限

後
に
ど

の
よ
う

な
効

果
を
発

現
し

て
い
る

か
に

つ
い
て

明
ら

か
に

す
る
。

●
ど
の
範
囲
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
確
保
さ
れ
て
い
く
の
か

（
取

水
位

置
別

に
、

取
水

可
能

量
が

ど
の

よ
う

に
確

保
さ

れ
る

か
）

△
△

例
え
ば

、
地

下
水
取

水
は

、
主
と

し
て

事
業
実

施
箇

所
付

近
に
お

い
て

効
果
を

発
揮

す
る

。
ま
た

、
ダ

ム
、
湖

沼
開

発
等

は
、
下

流
域

に
お
い

て
効

果
を

発
揮
す

る
。

こ
の
よ

う
な
各

方
策

の
特
性

を
考

慮
し
て

、
各

利
水
対

策
案

に
よ

っ
て
効

果
が

及
ぶ
範

囲
が

異
な

る
場
合

は
、

そ
の
旨

を
明

ら
か

に
す
る

。

●
ど
の
よ
う
な
水
質
の
用
水
が
得
ら
れ
る
か

△
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
得
ら

れ
る

見
込
み

の
用

水
の

水
質
を

で
き

る
か
ぎ

り
定

量
的

に
見
込

む
。

用
水
の

水
質

に
よ

っ
て
は

、
利

水
参
画

者
の

理
解

が
得
ら

れ
な

い
場
合

や
、
利

水
参

画
者
に

と
っ

て
浄
水

コ
ス

ト
が
か

さ
む

場
合

が
あ
る

こ
と

を
考
慮

す
る

。

※
な

お
、

目
標

に
関

し
て

は
、

各
種

計
画

と
の

整
合

、
渇

水
被

害
抑

止
、
経
済
効
果
等
の
観
点
で
適
宜
評
価
す
る
。

●
完
成
ま
で
に
要
す
る
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か

○
○

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
現
時

点
か

ら
完
成

す
る

ま
で

の
費
用

を
で

き
る
限

り
網

羅
的

に
見
込

ん
で

比
較
す

る
。

●
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か

○
○

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
維
持

管
理

に
要
す

る
費

用
を

で
き
る

限
り

網
羅
的

に
見

込
ん

で
比
較

す
る

。

●
そ

の
他

の
費

用
（

ダ
ム

中
止

に
伴

っ
て

発
生

す
る

費
用

等
）

は
ど

れ
く
ら
い
か

－
○

そ
の
他

の
費

用
と
し

て
、

ダ
ム
中

止
に

伴
っ
て

発
生

す
る

費
用
等

に
つ

い
て
、

で
き

る
限

り
明
ら

か
に

す
る
。

※
な

お
、

コ
ス

ト
に

関
し

て
は

、
必

要
に

応
じ

、
直

接
的

な
費

用
だ

け
で

な
く

関
連

し
て

必
要

と
な

る
費

用
に

つ
い

て
も

明
ら

か
に

し
て

評
価

す
る
。

例
え
ば

、
既

に
整
備

済
み

の
利
水

専
用

施
設
（

導
水

路
、

浄
水
場

等
）

を
活
用

で
き

る
か

確
認
し

、
活

用
す
る

こ
と

が
困

難
な
場

合
に

は
、
新

た
に

整
備

す
る
施

設
の

コ
ス
ト

や
不
要

と
な

る
施
設

の
処

理
に
係

る
コ

ス
ト
を

見
込

む
。

●
土
地
所
有
者
等
の
協
力
の
見
通
し
は
ど
う
か

－
△

用
地
取

得
や

家
屋
移

転
補

償
等
が

必
要

な
利
水

対
策

案
に

つ
い
て

は
、

土
地
所

有
者

の
協

力
の
見

通
し

に
つ
い

て
明

ら
か

に
す
る

。

●
関
係
す
る
河
川
使
用
者
の
同
意
の
見
通
し
は
ど
う
か

－
△

各
利
水

対
策

案
の
実

施
に

当
た
っ

て
、

調
整
す

べ
き

関
係

す
る
河

川
使

用
者
を

想
定

し
、

調
整
の

見
通

し
を
で

き
る

限
り

明
ら
か

に
す

る
。
関

係
す

る
河

川
使
用

者
と

は
、
例

え
ば
、

既
存

ダ
ム
の

活
用

（
容
量

の
買

い
上
げ

・
か

さ
上

げ
）
の

場
合

に
お
け

る
既

存
ダ

ム
に
権

利
を

有
す
る

者
、

水
需

要
予
測

見
直

し
の
際

の
既

得
の

水
利
権

を
有

す
る

者
、
農

業
用

水
合
理

化
の

際
の
農

業
関

係
者
が

考
え

ら
れ

る
。

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に

参
画

し
て

い
る

者
へ

の
影

響
の

程
度

は
ど
う
か

－
△

発
電
の

目
的

を
有
す

る
検

証
対
象

ダ
ム

に
お
い

て
、

当
該

ダ
ム
事

業
以

外
の
利

水
対

策
案

を
実
施

す
る

場
合
に

は
、

発
電

を
目
的

と
し

て
ダ
ム

事
業

に
参

画
し
て

い
る

者
の
目

的
が
達

成
で

き
な
く

な
る

こ
と
に

な
る

が
、
そ

の
者

の
意

見
を
聴

く
と

と
も
に

、
影

響
の

程
度
を

で
き

る
限
り

明
ら

か
に

す
る
。

●
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
調
整
の
見
通
し
は
ど
う
か

－
△

各
利
水

対
策

案
の
実

施
に

当
た
っ

て
、

調
整
す

べ
き

そ
の

他
の
関

係
者

を
想
定

し
、

調
整

の
見
通

し
を

で
き
る

限
り

明
ら

か
に
す

る
。

そ
の
他

の
関

係
者

と
は
、

例
え

ば
、
利

水
参
画

者
が

用
水
の

供
給

を
行
っ

て
い

る
又
は

予
定

し
て

い
る
団

体
が

考
え
ら

れ
る

。

●
事
業
期
間
は
ど
の
程
度
必
要
か

△
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
事
業

効
果

が
発
揮

す
る

ま
で

の
期
間

を
き

る
限
り

定
量

的
に

見
込
む

。
利

水
参
画

者
は

需
要

者
に
対

し
供

給
可
能

時
期

を
示

し
て
お

り
、

需
要
者

は
そ
れ

を
見

込
み
つ

つ
経

営
計
画

を
立

て
る
こ

と
か

ら
、

そ
の
時

期
ま

で
に
供

給
で

き
る

か
ど
う

か
が

重
要
な

評
価

軸
と

な
る
。

●
法
制
度
上
の
観
点
か
ら
実
現
性
の
見
通
し
は
ど
う
か

※
４

－
各

利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
現
行

法
制

度
で
対

応
可

能
か

、
関
連

法
令

に
抵
触

す
る

こ
と

が
な
い

か
、

条
例
を

制
定

す
る

こ
と
に

よ
っ

て
対
応

可
能

か
な

ど
、
ど

の
程

度
実
現

性
が
あ

る
か

に
つ
い

て
見

通
し
を

明
ら

か
に
す

る
。

●
技
術
上
の
観
点
か
ら
実
現
性
の
見
通
し
は
ど
う
か

※
４

－
各

利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
利
水

参
画

者
に
対

し
て

確
認

し
た
必

要
な

開
発
量

を
確

保
す

る
た
め

の
施

設
を
設

計
す

る
た

め
に
必

要
な

技
術
が

確
立

さ
れ

て
い
る

か
、

現
在
の

技
術
水

準
で

施
工
が

可
能

か
な
ど

、
ど

の
程
度

実
現

性
が

あ
る
か

に
つ

い
て
見

通
し

を
明

ら
か
に

す
る

。

持
続

性
●
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
と
い
え
る
か

－
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
恒
久

的
に

そ
の
効

果
を

維
持

し
て
い

く
た

め
に
、

将
来

に
わ

た
っ
て

定
期

的
な
監

視
や

観
測

、
対
策

方
法

の
調
査

研
究

、
関

係
者
と

の
調

整
等
を

で
き
る

限
り

明
ら
か

に
す

る
。
例

え
ば

、
地
下

水
取

水
に

は
地
盤

沈
下

に
つ
い

て
の

定
期

的
な
監

視
や

観
測
が

必
要

と
な

る
。

●
事
業
地
及
び
そ
の
周
辺
へ
の
影
響
は
ど
の
程
度
か

○
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
土
地

の
買

収
、
家

屋
の

移
転

に
伴
う

個
人

の
生
活

や
地

域
の

経
済
活

動
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、

ま
ち
づ

く
り

等
へ
の

影
響

の
観

点
か
ら

、
事

業
地
及

び
そ
の

周
辺

に
ど
の

よ
う

な
影
響

が
生

じ
る
か

、
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す
る

。
ま

た
、

必
要
に

応
じ

対
象
地

域
の

人
口

動
態
と

対
策

と
の
関

係
を

分
析

し
、
過

疎
化

の
進
行

等
へ
の

影
響

に
つ
い

て
検

討
す
る

。
な

お
、
必

要
に

応
じ

影
響
緩

和
の

た
め
の

対
策

を
検

討
し
、

対
策

の
内
容

や
想

定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ
い

て
明

ら
か

に
す
る

。

●
地
域
振
興
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か

－
△

例
え
ば

、
河

道
外
貯

留
施

設
（
貯

水
池

）
や
ダ

ム
等

に
よ

っ
て
広

大
な

水
面
が

で
き

る
と

、
観
光

客
が

増
加
し

、
地

域
振

興
に
寄

与
す

る
場
合

が
あ

る
。

こ
の
よ

う
に

、
利
水

対
策
案

に
よ

っ
て
は

、
地

域
振
興

に
効

果
が
あ

る
場

合
が

あ
る
の

で
、

必
要
に

応
じ

、
そ

の
効
果

を
明

ら
か
に

す
る

。

●
地
域
間
の
利
害
の
衡
平
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か

－
－

例
え
ば

、
ダ

ム
等
は

建
設

地
付
近

で
用

地
買
収

や
家

屋
移

転
補
償

を
伴

い
、
受

益
す

る
の

は
下
流

域
で

あ
る
の

が
一

般
的

で
あ
る

。
一

方
、
地

下
水

取
水

等
は
対

策
実

施
箇
所

と
受
益

地
が

比
較
的

近
接

し
て
い

る
。

各
利
水

対
策

案
に

つ
い
て

、
地

域
間
で

ど
の

よ
う

に
利
害

が
異

な
り
、

利
害

の
衡

平
に
ど

の
よ

う
に
配

慮
が

な
さ

れ
て
い

る
か

、
で
き

る
限
り

明
ら

か
に
す

る
。

ま
た
、

必
要

に
応
じ

影
響

緩
和

の
た
め

の
対

策
を
検

討
し

、
対

策
の
内

容
や

想
定
さ

れ
る

効
果

等
に
つ

い
て

明
ら
か

に
す

る
。

●
水
環
境
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か

△
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
現
況

と
比

べ
て
水

量
や

水
質

が
ど
の

よ
う

に
変
化

す
る

の
か

、
利
用

で
き

る
デ
ー

タ
の

制
約

や
想
定

さ
れ

る
影
響

の
程

度
に

応
じ
て

で
き

る
限
り

明
ら
か

に
す

る
。
ま

た
、

必
要
に

応
じ

影
響
緩

和
の

た
め

の
対
策

を
検

討
し
、

対
策

の
内

容
や
想

定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ

い
て
明

ら
か

に
す
る

。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ
る
か

－
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
現
況

と
比

べ
て
地

下
水

位
に

ど
の
よ

う
な

影
響
を

与
え

る
か

、
ま
た

そ
れ

に
よ
り

地
盤

沈
下

や
地
下

水
の

塩
水
化

、
周

辺
の

地
下
水

利
用

に
ど
の

よ
う
な

影
響

を
与
え

る
か

、
利
用

で
き

る
デ
ー

タ
の

制
約

や
想
定

さ
れ

る
影
響

の
程

度
に

応
じ
て

で
き

る
限
り

明
ら

か
に

す
る
。

ま
た

、
必
要

に
応

じ
影

響
緩
和

の
た

め
の
対

策
を
検

討
し

、
対
策

の
内

容
や
想

定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ

い
て
明

ら
か

に
す
る

。
●

生
物

の
多

様
性

の
確

保
及

び
流

域
の

自
然

環
境

全
体

に
ど

の
よ

う
な

影
響
が
あ
る
か

△
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
地
域

を
特

徴
づ
け

る
生

態
系

や
動
植

物
の

重
要
な

種
等

へ
の

影
響
が

ど
の

よ
う
に

生
じ

る
の

か
、
下

流
河

川
も
含

め
た

流
域

全
体
で

の
自

然
環
境

に
ど
の

よ
う

な
影
響

が
生

じ
る
の

か
、

利
用
で

き
る

デ
ー

タ
の
制

約
や

想
定
さ

れ
る

影
響

の
程
度

に
応

じ
て
で

き
る

限
り

明
ら
か

に
す

る
。
ま

た
、

必
要

に
応
じ

影
響

緩
和
の

た
め
の

対
策

を
検
討

し
、

対
策
の

内
容

や
想
定

さ
れ

る
効

果
等
に

つ
い

て
明
ら

か
に

す
る

。

●
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

の
河

川
・

海
岸

に
ど

の
よ

う
に

影
響
す
る
か

△
△

各
利
水

対
策

案
つ
い

て
、

土
砂
流

動
が

ど
の
よ

う
に

変
化

す
る
の

か
、

そ
れ
に

よ
り

下
流

河
川
や

海
岸

に
お
け

る
土

砂
の

堆
積
又

は
侵

食
に
ど

の
よ

う
な

変
化
が

生
じ

る
の

か
、
利

用
で

き
る
デ

ー
タ

の
制
約

や
想

定
さ
れ

る
影

響
の

程
度
に

応
じ

て
で
き

る
限

り
明

ら
か
に

す
る

。
ま
た

、
必

要
に

応
じ
影

響
緩

和
の
た

め
の

対
策

を
検
討

し
、

対
策
の

内
容
や

想
定

さ
れ
る

効
果

等
に
つ

い
て

明
ら
か

に
す

る
。

●
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る
か

△
△

各
利
水

対
策

案
つ
い

て
、

景
観
が

ど
う

変
化
す

る
の

か
、

河
川
や

湖
沼

で
の
野

外
レ

ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン

を
通
じ

た
人

と
自

然
と
の

触
れ

合
い
の

活
動

及
び

日
常
的

な
人

と
自
然

と
の
触

れ
合

い
の
活

動
が

ど
の
よ

う
に

変
化
す

る
の

か
で

き
る
限

り
明

ら
か
に

す
る

。
ま

た
、
必

要
に

応
じ
影

響
緩

和
の

た
め
の

対
策

を
検
討

し
、

対
策

の
内
容

や
想

定
さ
れ

る
効
果

等
に

つ
い
て

明
ら

か
に
す

る
。

●
C
O
2
排
出
負
荷
は
ど
う
変
わ
る
か

－
△

各
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

、
対
策

の
実

施
及
び

河
川

・
ダ

ム
等
の

管
理

に
伴
う

CO
2
の

排
出

負
荷

の
概
略

を
明

ら
か

に
す
る

。
例

え
ば
、

海
水

淡
水
化

や
長

距
離

導
水
の

実
施

に
は
多

大
な

エ
ネ
ル

ギ
ー

を
必
要

と
す

る
こ
と

、
水

力
発

電
用
ダ

ム
容

量
の
買

い
上

げ
や

発
電
を

目
的

に
含
む

ダ
ム

事
業

の
中
止

は
火

力
発
電

の
増

強
を

要
す
る

な
ど

、
エ
ネ

ル
ギ
ー

政
策

に
も
影

響
す

る
可
能

性
が

あ
る
こ

と
に

留
意

す
る
。

●
そ
の
他

△
△

以
上
の

項
目

に
加
え

て
特

筆
さ
れ

る
環

境
影
響

が
あ

れ
ば

、
利
用

で
き

る
デ
ー

タ
の

制
約

や
想
定

さ
れ

る
影
響

の
程

度
に

応
じ
て

で
き

る
限
り

明
ら

か
に

す
る
。

※
１
　
○
：
評
価
の
視
点
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
き
て
い
る
、
△
：
評
価
の
視
点
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
、
－
：
明
示
し
た
評
価
は
ほ
と
ん
ど
又
は
全
く
行
わ
れ
て
き
て
い
な
い
。

※
３
「
実
現
性
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
達
成
し
う
る
安
全
度
が
著
し
く
低
く
な
い
か
、
コ
ス
ト
が
著
し
く
高
く
な
い
か
、
持
続
性
が
あ
る
か
、
地
域
に
与
え
る
影
響
や
自
然
環
境
へ
与
え
る
影
響
が
著
し
く
大
き
く
な
い
か
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
実
現
性
以
外
の
評
価
軸
を
参
照
す
る
こ
と
。

※
２
　
○
：
原
則
と
し
て
定
量
的
評
価
を
行
う
こ
と
が
可
能
、
△
：
主
と
し
て
定
性
的
に
評
価
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
一
部
の
事
項
に
つ
い
て
は
定
量
的
な
表
現
が
可
能
な
場
合
が
あ
る
、
－
：
定
量
的
評
価
が
直
ち
に
は
困
難

※
４
　
こ
れ
ま
で
、
法
制
度
上
又
は
技
術
上
の
観
点
か
ら
実
現
性
が
乏
し
い
案
は
代
替
案
と
し
て
検
討
し
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。

評
　

　
価

　
　

軸
　

　
と

　
　

評
　

　
価

　
　

の
　

　
考

　
　

え
　

　
方

地
域

社
会

へ
の

影
響

環
境

へ
の

影
響

コ
ス

ト

実
現

性
※
３

目
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
規

利
水
の

観
点

か
ら
の
検

討
の

例
）

【
別

紙
８

】

今
回

の
意

見
聴

取
で
頂
い
た
ご
意

見
は
、
今
後
の
評
価
軸
ご
と
の
検
討
時

の
参
考
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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◇
対

策
案

位
置

図

水
系
間

導
水
（
天
竜
川
）

4月
5月

6月
7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

1
2
月

1
月

２
月

３
月

S
５
２

S
５
３

S
５
４

S
５
５

S
５
６

S
５
７

S
５
８

S
５
９

S
６
０

S
６
１

S
６
２

S
６
３

H
　
1

H
　
2

H
　
3

H
　
4

H
　
5

H
　
6

H
　
7

H
　
8

H
　
9

H
　
1
0

H
　
1
1

H
　
1
2

H
　
1
3

H
　
1
4

H
　
1
5

H
　
1
6

H
　
1
7

H
　
1
8

H
　
1
9

H
　
2
0

H
　
2
1

年
度

発
生

年
度

取
水

制
限

の
発
生

期
間

　
　
　
　
　
　
豊
川
水
系
　
　
　
　
　
　
　
天
竜
川
水

系
自
主

節
水
期

間

◇
対

策
案

の
概

要
■

天
竜

川
よ
り
新

規
に
導

水
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
必

要
量

を
確

保
す
る
。

■
天

竜
川

で
も
取

水
制

限
が

近
年

２
０
年

間
に
１
１
回

発
生

し
て
お
り
、
新

規
に
導

水
す
る
に
は

天
竜

川
の

関
係

河
川

使
用

者
等

と
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。

■
総

概
算

コ
ス
ト
：
関

係
者

調
整

を
伴

う
た
め
不

確
定

■
工
期
：
関
係
者
調
整
を
伴
う
た
め
不

確
定

天
竜
川
水
系

※
W
A
：
利

水
N
：
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

◇
豊

川
と
天

竜
川

の
渇

水
状

況

①
対

策
案

３
（
水

系
間

導
水

（
天

竜
川

）
）

・
天
竜

川
で
は

Ｈ
２
年

～
平

成
２
１
年

の
２
０
年
間
で
１
１
回
（
年
単
位
で
算
出
）

の
取
水
制
限
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

・
隣
合
う
水
系
の
た
め
同
じ
よ
う
な
時
期
に
取
水
制
限
と
な
る
こ
と
が
あ
る

W
A

N

検
討
の
対
象

○
○

新
規
導
水
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